
　第
11
回
特
別
委
員
会
を

開
催
し
ま
し
た
。
今
回
の

審
議
内
容
は
、
次
の
と
お

り
で
す
。

　４
月
26
日
に
市
議
会
か

ら
市
長
に
対
し
て
庁
舎
整

備
特
別
委
員
会
と
し
て
の

中
間
報
告
提
言
を
い
た
だ

き
、
そ
の
内
容
を
真
摯
に

受
け
止
め
、
尊
重
し
な
が

ら
新
庁
舎
整
備
を
進
め
て

い
き
た
い
と
冒
頭
、
市
か

ら
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　次
に
複
合
庁
舎
整
備
事

業
の
内
、
基
本
設
計
業
務

委
託
と
オ
フ
ィ
ス
環
境
整

備
業
務
委
託
に
つ
い
て
の

概
要
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

◇
基
本
設
計
業
務
委
託

○
選
定
方
法

プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式

○
受
託
業
者

株
式
会
社
石
本
建
築

事
務
所
大
阪
オ
フ
ィ
ス

○
業
務
期
間

平
成
30
年
３
月
29
日
～

平
成
30
年
10
月
31
日

○
委
託
金
額

５
７
２
４
万
円

○
業
務
内
容

答

　他
市
町
と
の
協
定
は

摸
索
し
て
い
ま
せ
ん
。
室

戸
市
、
東
洋
町
か
ら
の
要

望
で
上
程
に
至
り
ま
し
た
。

問
　
協
定
後
に
お
け
る
観

光
交
流
の
予
算
の
増
加
や

答
弁
内
に
あ
っ
た
道
路
や

施
設
の
管
理
に
対
す
る
財

源
の
想
定
は
。

答

　宿
泊
施
設
な
ど
は
民

間
を
活
用
し
、
市
に
無
い

も
の
は
近
隣
市
町
と
協
力

し
て
補
っ
て
い
く
。
滞
在

時
間
を
延
ば
す
こ
と
で
経

済
効
果
を
高
め
た
い
。
現

在
イ
ベ
ン
ト
開
催
な
ど
の

予
定
は
な
く
物
産
販
売
な

ど
を
強
化
し
て
い
き
た
い
。

反
対
討
論

　観
光
の
促
進

を
図
る
協
定
。
施
設
等
の

整
備
、
伴
う
財
源
の
ビ
ジ

ョ
ン
も
明
確
で
な
い
。

賛
成
討
論

　市
の
観
光
に

対
す
る
現
状
を
認
識
し
、

高
め
る
こ
と
に
期
待
す
る
。

賛
成
多
数
で
可
決

閉
会
中
の
調
査
報
告

湖
南
市
市
民
産
業
交
流
促

進
施
設
／（
仮
称
）み
ら
い

公
園
湖
南
魅
力
発
信
拠
点

施
設
に
つ
い
て

地
質
調
査
・
敷
地
測
量
・

基
本
設
計
業
務

共
同
福
祉
施
設
改
修
計

画
、
既
存
施
設
除
却
工

事
概
要
書
作
成
な
ど

◇�

オ
フ
ィ
ス
環
境
整
備
業

務
委
託

○
選
定
方
法

プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式

○
受
託
業
者

コ
ク
ヨ
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
株
式
会
社
京
滋
支
店

○
業
務
期
間

平
成
30
年
３
月
30
日
～

平
成
33
年
５
月
31
日

○
委
託
金
額

９
７
２
万
円

○
業
務
内
容

文
書
備
品
等
調
査

レ
イ
ア
ウ
ト
計
画
作
成

移
転
計
画
、
移
転
実
施

監
理
な
ど

◇�

庁
舎
整
備
ス
ケ
ジ
ュ
―

ル
案

○
基
本
設
計
業
務

　平
成
30
年
10
月
完
了

○
実
施
設
計
業
務

　平
成
30
年
10
月
～

　平
成
31
年
４
月
完
了

○�

既
存
施
設
解
体
や
周
辺

整
備
事
業
を
含
め
た
最

終
完
了
見
込
み

　平
成
34
年
度
完
了
予
定

　当
委
員
会
委
員
か
ら
は
、

市
議
会
か
ら
の
中
間
報
告

提
言
を
受
け
て
、
各
部
局

へ
の
周
知
徹
底
は
さ
れ
た

の
か
。
市
民
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
の
開
催
時
期
と
回
数

に
つ
い
て
は
。
市
民
窓
口

利
用
ア
ン
ケ
ー
ト
の
内
容

と
対
象
者
は
。
新
庁
舎
の

敷
地
は
嵩
上
げ
す
る
の
か
。

周
辺
施
設
と
し
て
隣
接
す

る
湖
南
中
央
消
防
署
の
改

築
計
画
は
ど
う
な
っ
て
い

る
か
。
庁
内
検
討
委
員
会

の
構
成
は
。
な
ど
の
質
問

に
対
し
、
市
か
ら
は
組
織

全
体
と
し
て
認
識
を
共
有

し
て
事
業
を
進
め
て
い
き

た
い
。
市
民
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
と
市
民
窓
口
利
用
ア

ン
ケ
ー
ト
に
つ
い
て
は
、

開
催
時
期
や
対
象
者
等
工

夫
し
て
い
く
。
防
災
機
能

拠
点
施
設
と
し
て
新
庁
舎

の
敷
地
の
高
さ
は
１
ｍ
嵩

上
げ
の
計
画
と
し
て
い
ま

す
。
周
辺
施
設
で
あ
る
湖

南
中
央
消
防
署
は
耐
震
診

断
の
結
果
、
Ｉ
Ｓ
値
が
高

か
っ
た
の
で
予
定
し
て
い

た
財
源
が
充
当
で
き
ず
、

新
た
な
財
源
を
検
討
中
、

庁
内
検
討
会
議
は
各
課
２

名
程
度
で
構
成
と
の
答
弁

が
あ
り
ま
し
た
。

　委
員
か
ら
は
市
に
対
し

て
新
庁
舎
整
備
に
つ
い
て

は
、
周
辺
施
設
を
含
め
、

総
合
的
に
進
め
て
い
く
こ

と
、
西
庁
舎
周
辺
施
設
の

あ
り
方
に
つ
い
て
も
併
せ

て
早
期
に
検
討
に
入
る
こ

と
、
市
民
の
理
解
が
得
ら

れ
る
よ
う
、
周
知
方
法
を

工
夫
し
、
議
会
と
も
丁
寧

な
議
論
を
重
ね
進
め
て
い

く
こ
と
な
ど
を
求
め
ま
し

た
。

予
備
費
を
使
う
べ
き
で
は

な
い
の
で
は
な
い
の
か
、

な
ぜ
当
初
予
算
に
組
み
込

め
な
か
っ
た
の
か
と
の
質

疑
に
対
し
、
予
備
費
を
安

易
に
使
用
す
べ
き
で
な
い

こ
と
は
重
々
承
知
し
て
い

る
が
、
事
業
執
行
上
、
や

む
を
得
な
い
事
と
な
り
理

解
願
い
た
い
と
の
答
弁
が

あ
り
ま
し
た
。

　討
論
は
な
く
採
決
を
行

い
ま
し
た
。

全
員
賛
成
で
可
決

　議
案
第
40
号
、
議
案
第

41
号
及
び
議
案
第
42
号
に

つ
い
て
は
質
疑
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。

　各
議
案
そ
れ
ぞ
れ
討
論

は
な
く
採
決
を
行
い
ま
し

た
。

■
議
案
第
40
号

平
成
30
年
度
湖
南
市
国
民

健
康
保
険
診
療
所
特
別
会

計
補
正
予
算（
第
１
号
）

全
員
賛
成
で
可
決

■
議
案
第
41
号

平
成
30
年
度
湖
南
市
水
道

事
業
会
計
補
正
予
算（
第

１
号
）

全
員
賛
成
で
可
決

■
議
案
第
42
号

平
成
30
年
度
湖
南
市
下
水

道
事
業
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）全

員
賛
成
で
可
決

予算常任委員会

庁舎整備特別委員会
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